
多様な「知」と「人材」を結集し、「総合知で社会変革を牽引する大学」へ

⚫ 九州大学が2030年に向けて目指す姿は、多様な「知」と「人材」を結集し、新たな価値創造
の基盤となる研究とイノベーションの創出を牽引し、「総合知」によって社会的課題の解決
と社会・経済システムの変革に貢献する「総合知で社会変革を牽引する大学」です。

⚫ その実現に向けて、最高水準の研究教育を展開する大学への改革を進め、世界のトップ大学
と伍する大学へと生まれ変わります。

『若手研究者育成・研究支援事業』により研究力を強化し国際競争力を高めます

⚫ 「次代を担う若手研究者育成」と「自由闊達な研究展開の基盤となる研究支援」を主軸とし
た『若手研究者育成・研究支援事業』を展開し、学術基盤研究から社会変革に貢献する展開
研究まで広く研究力を強化し、国際競争力を高めることを目指します。

新たな価値創造の基盤となる最高の研究者を育てます。

本学では、1）世界の学術を牽引する若手研究者が最高の環境で研究に専念す
る稲盛フロンティアプログラム、2）世界最高の研究環境を実現する最先端設備
の導入、3）総合知の社会実装へのボトルネックを解消するエコシステム提供、
を大きな柱とし、研究力強化の取組を強力に推進しています。これらは非常に
チャレンジングな取組であり、大学の総力を結集して実現を目指すものです。
当基金は、このうち新たな価値創造の基盤となる若手研究者育成をメインにご
支援をお願いしています。本学と一緒に素晴らしい未来を切り拓くため、どうぞ
ご支援をよろしくお願いいたします。

九州大学副学長 白谷 正治

研究担当副学長からのメッセージ

●寄附金の納付について
九州大学総務部同窓生・基金課基金係
TEL 092-802-2150 FAX 092-802-2149
E-mail k-kikin@jimu.kyushu-u.ac.jp

●本事業の内容について
九州大学研究・産学官連携推進部研究企画課
TEL 092-802-2318 FAX 092-802-2391
E-mail kishosa-k＠jimu.kyushu-u.ac.jp

【お問合せ先】



九州大学基金ホームページhttps://kikin.kyushu-u.ac.jp/ にアクセスしてください

九州大学 基金

●振込用紙でもご寄付いただけます

所定の振込用紙（払込取扱票）に必要事項をご記入いただくと、銀行ま
たは郵便局で手数料の負担なくお振り込みいただけます。
なお、所定の振込用紙をご利用にならず、インターネットバンキング、

ATM、金融機関のホームページからお振り込みいただく場合は、九大基金
ホームページから「九州大学基金寄附申込書」をダウンロードいただき、
メール・FAX・郵送等でご提出ください。

本プロジェクトへのご寄附は、
所得税法上の寄附金控除の

対象となります。

振込用紙（払込取扱票）
のご請求はこちら

ゆうちょ・銀行からの
ご寄附詳細こちら

【若手研究者育成事業】 次代を担う若手研究者を育てます

稲盛フロンティアプログラム
• 独創的、意欲的な研究展開を目指す秀逸な若手研究者
を採用し、独⽴した PI（Principal Investigator）として
⾃⾝の研究に専念できる環境・待遇を提供

• 各研究分野を牽引する研究者を戦略的に輩出するプロ
グラム（今後5年間で25名以上）

（支援内容）
・高等研究院 准教授として5年間の有期雇用
・研究に専念できる環境を提供（研究以外の業務免除）
・総額3,000万円超の研究費、補助者雇用経費を支援

国際的研究リーダー研修プログラム
• 本学の将来を担う若手研究者を対象に、研究者が⾃ら
企画する⾃己提案型の計画（世界トップレベル研究機
関等での海外研鑽等）に対して、研修経費と研修機会
の確保を支援するプログラム

（支援内容）
・海外研究機関での研究活動に必要な経費を支援
・研修期間終了後も高等研究院において活動をフォロー

【研究支援事業】 最高水準の研究を支援します

人社系学際融合プログラム
• 人社系の研究者が主導する研究グループに対し、「総合
知」による新たな価値の創出やトランスディシプリナ
リー研究を推進するための研究費を支援

研究スタートプログラム
• 科研費の採択経験がない若手研究者に対し、研究実績を
積むための研究費を支援

マッチングファンドプログラム
• 国内外の研究機関と実施する先駆的な共同研究・国際共
同研究をマッチングファンド形式で支援

国際的研究リーダー育成基礎プログラム
• 研究者スキルの能力開発企画（論文執筆ワークショップ
等）を実施

基盤的研究費支援
①国際学会派遣支援
国際学会等で論文を発表する際に必要な経費を支援
➁外国語論文校閲経費支援
外国語論文投稿の際に必要な論文校閲経費を支援
③国際学術論文掲載料支援
トップジャーナルへの論文掲載に必要な論文投稿・掲載
経費を支援

●インターネットを使ったクレジットカードでのお申し込みが便利です
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